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オホーツク造構・火山活動地帯とそれに関連するある種の問題について苦

　E．K．Ustiev
弓、　　西　　　善　　　ヲ台訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唾
　ソ連北東部分の地質学的研究の初期の段階で，オホーツク頻海域と分水嶺で境される，コーリ

ォマ地方とを分かつある種の特性が明らかにされた。最初にこの2地域に発達する花嵩岩状岩

石類の岩石学的・鉱床学的差異が確認された。次でそれぞれの貫入活動を，“オホーツク．”と

《‘コーリィマ”地区とに分けるさいに，明らかにされた両地域の差異の成因的意義が強調され

た。

オホーツ噸海地帯の地体構造の特難搬初に指摘した臆Obrchevで塊一〇brrhev

はこの地域をアジア大陸と東方地域とを分かつ破砕帯をオホーツク・チモウソスク弧と名付け

その性質が現在の花彩列島弧と類似していることを推定した・Snyatkovは火山島弧とオホー

ツク頗海地帯とが完全に類似している点に着目し，“Even火山島弧”という名称を提唱し

た。さらにSnyat蓑ovはアリューシャソ列島弧・千島列島弧とEven島弧との成因的相似性に

留意することを呼びかけた。

　この種の問題に対する他の近づぎ（approach）は，1北東ア’ジアの火山活動史をとりあげてい

る著老の研究にみられる。長年にわたつて極北地域の地質学的研究が進むにしたがつて，この

地域に遂次的に発達してぎた2地向斜帯の空間的拡がりと時代的限界とが詳しく知られるよう

になつた。著者は蓄積されたデーダを一般化し，オホーツク地帯の構造（地体構造）的状態およ

び進化の特性に関して異な為解釈が得られた。

　著者の解釈の本質は次のことに帰する。すなわち，オホーツク地帯はジュラ紀晩期一白璽紀も

初期にかけ’て生成されたコーリィマ・チュコーツク闇曲帯と，成長期にあるオホーック・カム

チヤヅカ地向斜帯との境界に発生した独立の造構帯である。著者はこの状態に応じて，オホ［

ツク地帯を白璽紀摺曲地区と地向斜地帯との境界帯，あるいはそれ自体ジュラ紀晩期から第三

紀後期にかけて発達した地向斜帯の縁端地帯とみなすことを提唱した。

　造構問題の類似の解決は，ソ連の地体構造図にも反喚している。この地体構造図では，オホ

」ック海は，“新生代摺曲地区の縁辺地帯”として区分されている。

　本論文はオホーツク造構・火山活動地帯を独立の堪体構造単位として分けることが必要であ

ることを裏付けるとともに，その構造的役割および地史を解析し，さらに太平洋の火山島弧の

類似性と差異とにみられるある種の要素を追跡することを目的とするものである。この種問題

の解析は，、太平洋と隣接する北部アジア地域の地質学的発達を理解するために重要である。

本地帯め限界

　南部限界

　オホーツク火山活動地帯の延長は2，200km以上に及んでいる。本地帯はUdsk入江から

Penzhin河口まで全オホーック海の北部頻海地帯を覆つている。さらに南部境界はPenzhin

およびAnadur盆地で切られ，Anadur湾からベーリング海中にはいつている（第1図）。Pen－

zbn入江からAnadur湾まではその延長距離は約700kmであつて，どの境界地帯は乾陸に

・＊E．K．ycTHeB：　OxoTcKH負　TeKToHo－MarMaTHHecKH茸　HoHc　H　HeKoToPble　cBH3aH－
　　　　　　　Hh【e　c　HHM　Hpo6汲eMbl，CoBeTcKaH　Feo・πgrHH，J適3，1959

63一（63）P



地質調査所月報（第11巻第1号）

a

　　》ク加〆ぞ
’騨ノ
、認劉

　　　　　　　　　も

　　　ノ外　　　、ρ’億

　　　　薦髪膨　・命

図」

國・
匪囲・

Eコ・
匹コ・

Eコ・

白璽紀および新生代禰曲地域の主要構造方向

オホーック，Sikhote・Alin，カムチヤツカ，千島，日本火山弧
インジギル，コーリイマ（K），中央オホ「ツク（0），辱中部地塊

シバリヤPlate－formeの東部限界

古期および現世火山活動地帯の外部（弧）限界

超塩基性貫入岩体

　第1図太平洋海盆の北1西部の構造図

あたつている。白垂紀の大陸および地向斜凹地の以前の境界地帯である本地域では，海成堆

積物が陸成堆積物に変わつているのが明白に認められる。この地域では，この種堆積物と陸地

成逆入岩質岩層，“オホーツグ”花嵩岩状貫入岩体および新期の超塩基性深成岩体帯の分布限

界とが一致しているのは，きわめて注目すべぎ現象である。この種深成岩体帯の多くは，沈降

凹地の縁端部に延長しているぎわめて明白なechelo血状破砕帯系と連接している。penzhin入・

江の東部頻海地帯の深所破砕帯はとくに興味がある。この種破砕帯は，北東部アジアの唯一の

超塩基性逆入岩体の生成と関連性がある。

Penzhin河口からUdo河口に至るまでの見掛上の境界地帯は，現在のオホーツク頻海地帯

の輪郭に一致しているが，実際上の境界は，さらにその南部の砂州地域にある。この地域では

現在の海岸線から相当離れた箇所が最近まで乾陸の境界にあたつてい』た。この乾陸はオホーツ

ク海の北半部を占め，巨大な造構沈降運動で移動した。

　海底の起伏および海底堆積物の岩石学的組成の新しい研究によると，この地域が後河氷期に

生成されたことが明らかにされている。まつたく類似の結論が，ある種の淡水魚の分布および

固有のオホーツク植物群種の解析によつて求められている。

　このようにして，成因をさ七おくと，オホーツク海の現在の海岸線は，白璽紀の摺曲地域の

構造限界と一致しない。この種の限界地域の大部分は，海底下に没している・

　真限界地帯の位置を決めるのには，まず海底と乾陸≧の地質構造の相関関係を追跡すべきで

ある。最近までは，ζの課題（オホーック海に適用される）の海洋学的研究は，一般に行なわれ

なかつた。ソ連の東部地域の造構区の決定に関するすべての研究様式は，乾陸の限界を越えな
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かつた。したがつてこのような問題，例えば第三紀のカムチャッカおよび樺太摺曲帯の連絡問

題は推測の域をでなかつた。

　現在の海底地質学および沿岸地域の地質学の知識水準で両構造組成を結び付けることは，す

でに期待がもてるようになつてぎている。まず第一に相当な根拠で中央オホーツク中央地塊み

問題が解決できるようになつている。この地塊の存在することを提案したのは，Bilibin，Ser一

加khov，Tsaregradskiiであつて，一般的な地質学的考察によつたものである。その後Popov

は，オホーック頻海地帯の二畳紀の岩相特性を解析し，現在のオホーツク海が占めている地賊

に分布していた地塊の破壊源泉について結論を得ている。Popovは，（その後，明らかになつ・

たように）この仮性古期乾陸を，最初ベーリソグ，その後ラーミイと名付けた。この先カンプ

リア紀乾陸が直接ベーリング海およびユコーコン河一想像されていた一にまで延びていたこと

は，構造関係上不可能である。

　オホーツク海に一定剛性地塊の存在するという考え方は，海洋学の面および地球物理学的発

見によつて確かめられている。すなわちオホーツク海の中央部には，正の重力異常（＋40～＋

60mga1）で特徴付けられる巨大なPlate－forme状隆起地帯が存在し，その3面は著しく侵食

された深い海盆に面している。

　音響測深データを発表したUdintsev’は，この海底Plateがカムチャッカおよび樺太の第三1

紀の摺曲運動に巻ぎ込まれなカ・つた巨Plate－formeの遺体と考えた。この仮設は，オホーツク

海の造山区様式を始めて研究Lた：Krasnyiが支持した。Krasnyiはこの隆起地帯と，それに

接する海盆が，広範な安定地域核中に存在することを指摘し，これを中央オホ［ツク中央地塊

と名付けた。

　オホー・ツク海をとり巻く乾陸の地質構造を解析すると，中央オホーツク中央地塊は，剛性古・

期地帯であつて，その位置は縁権曲帯の方向とその地帯を構成する堆積物の岩相特性の発達方

向とをよく明らかにすることが確かめられている。

　オホーツク海の南部境界地帯に関する問題をさらにおしすすめるのには，中央オホーツク地、

塊と新生代摺曲地区との構造的相関関係を明らかにすることにある。

『Sheinamamは，樺太の白垂系と第三系とが，“未発達”の地向斜凹地中に形成され，一“日

本，カムチャッカ地向斜地域の鈍角状分枝”を代表するものと考えた。

　Krasnyiは，頬似の考え方を発展させた。Krasnyiの構造様式によれば，樺太，カムチャヅ・

力第三紀摺曲帯は，その南方をオホーツク中央地塊で囲まれている。

　しかしこのような造構像はオホーツク帯のある種特性と完全に一致しない。とくにこの像は．

白垂♂新生代の火山岩および深成岩系の発達地帯で限られている境界構輩（boundary　structure）

の幅員一全延長にわたつて維持されている一と矛盾する（第2，3図）。例えば，地向斜およ

びそれと関連する移行帯の境界が地質学的調査で観察されているAnadurおよびPenzhin

盆地と移行帯のある部分のみがみられるオホーック頻海地帯とでは，その幅員は，近似的に．

同一である（150～350km）。，もちろん，新期の複地向斜帯の境界線かPenzhin河口からオホー

ツク中央地塊の南端へ後退していたならば，地向斜帯は，結局オホーツク海の現在の海岸線か・

ら1，000～1，200km離れていたごとになる。Lたがつてその幅員が350kmを超えなし1こと

が立証されている隣接移行帯も，まつたく頻海地帯に含まれていないことになるであろう・

　ジユラ紀後期に生成された摺曲地域のみを南東から取り囲む新期地向斜凹地帯が，南方なら・

びに北方からオホーック中央地塊を取り巻いていたと仮定すると，観察（構造）像とよく一致し

てくる。したがつて中央地塊の北方限界に対応する新期構造帯は，オホーツク海の現在の海岸一、

線から比較的遠くない箇所を走つていたはずである。このことは，頻海地帯の構造特性，とく

に頻海火山帯の幅員の広いことを良く説明Lている。この仮定によると，樺太摺曲帯は，地向『

斜凹地の分枝でなく，幅の広い地向斜帯の西端自体を代表することに癒る。

　現在のところでは，新期沈降凹地帯の境界輪郭を精確に復元できるようなデータは存在しな

い。しかしPenzhin入江の高地τこの境界地域が直接観察できる地点一から，Taigonos島一境ン
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15Do　I50300450艦　國’画囲2鰹騨國4匝］5
　　　　未分化ジユラ紀後期一白聖紀前期の凝灰岩およぴ火山居　．

　　　　白聖紀前期の凝灰岩およぴ火山岩
　　　　未分化白墓紀火山岩および凝灰岩

　　　　白垂紀前期火山岩および凝灰岩

　　　　第三紀火山岩

　　　　　　　　第2図第　　三　　紀

界地帯に近いことが，多数の断層および小超塩基性貫入岩体で指摘される地点を通つてUdo

河河ローオホーツク造山帯の構造および火成岩系の天然の境界線が分布している一に至るなだ

らか塗曲線は，この境界地帯に関する最も満足のゆく普遍的表象を伝えていることカ1考えられ

る。太平洋海盆に一般的な弧状構造は，全北東部アジア大陸の特徴となつているということが

’でぎる。Shan‡ar島の超塩基性岩石類の貫入はPenzhinおよびAnadur盆地の白垂紀後期の超

・塩基性岩石類の貫入に類似し，弧状帯の南西端を結ぶこの境界地帯にもみられる。

　第1図に示され七ある輪郭との境界帯の局地的偏椅は，きわめてありうる現象である。最近

鴨オホーツク市付近で中新世海成堆積物の小露頭が発見されているが，このむとは，類似の偏椅

親象の1つを立証するもののようである。全オホーツク沿海地帯での唯一のこの種の発見は，

第三紀海盆地域の狭隆な入江として，火山帯に深く穿入した乾陸と，むしろ関連性があるよう

’である。

　全体としてみると，オホーツク・カムチャッカ地向斜の北限またはオホーツク火山帯の南限

・は太平洋に凸面有向ける半径約22度の弧状形態をなしている。弧の総延長は2，250kmに近’

くそのうち約11・は・乾陸で観察されるが・他の部分嫡北部オホーック海の浅海地帯に沿つて

．延びている。弧9天然終端は，Shantar島地域にあたることが推定されているbこの地域では，

上述の超塩基性貫入岩類の露頭は，端深所破砕帯が存在することを示すもめであるが，沿岸の

火山帯の幅員が著しく縮小しているのは，終端地域かあるいは地体構造の地域と考えられる根

・拠となる。このShantar島では，オホーツク弧は曲り，Sikhote－Aliηの東斜面の火山弧と出会

毛ている。
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北部境界地帯

　オホーック火山帯の北限は，全体としては，乾陸に沿つて走つている。オホーツク・カムチ

ャッガ地向斜帯から離れるにしたがつて，この移行帯の発達を誘導した造構造運動に基づく地

殻の移動度は低下してくる。この運動を蒙つたオホーツク火山帯の北限地域では，造構造の跡

は，南限地域に比較して明白に認められない。最も明確な指標」それによつて造山運動が掲摘

できる一としてば1新期火山岩類の活動の場の北限が線状形態をなしていることである。’

　オホーツク（海）帯に特徴的なある種指標は，この種条件一きわめて湾曲した形態をなしてい

る一と一致していないことを指摘しておくことが必要である。例えば，地向斜帯で発達し，大

陸の境界帯に侵入した新期造山運動は，この境界地域で弱化している（この境界地帯付近では

盗流岩類とそれと互層をなす陸成層はほとんど断層運動で乱されていない）。その代りに，オ

ホーツク火山帯に伴う造構破砕帯とその地帯に賦存する花嵩岩状岩石類（オホーツク）貫入体

は，盗流岩体の境界線より，北方にしばしば認められている。

地理学的には，オホーツク帯の北限は，多くの場合太平洋および北氷洋の分水嶺線と一致

し，その一方かまたは他方へしばしば沈降している。オホーツク帯の幅員は，350kmから100

kmまたはそれ以下である。オホーツク帯が局部的に膨れているのは，横切深所破砕帯の発達

と結び付いている。

地体構造およびオホーツク帯組成の主要特性

　それぞれの巨地域の造構造分類の合目的性は，地体構造の特性およびその特有の指標，地史

（歴史的発達），火成岩系の特性，および鉱床区の存在によつて決められる。Smimovは太平洋’

海盆地帯に適用されている巨大なプラン中で類似の分類を行なつている。すなわちこの地帯を

“外帯”（錫・タソグステソ地帯）と内帯（銅）の2鉱床地区に分けられている。Smimovは太平

洋のシマ地域とその周辺大陸のシアル塊との相関関係を反喚する主要規則性の一つを始めて定

式化した。北部アジア地向斜地域の進化の規則性を理解するためには，Bilibinが研究した造

構，火成活動輪廻に関する考え方が重要である。現在，太平洋に隣接する地域の造構区を分類

するさいには，特徴地域の構造位置およびその地史的運命を考慮に入れることが要静される。

　移行型の渾構単位としてのオホーツク火山帯め全主要特性は・太平洋海盆の縁辺部に発達し

た2榴曲地区の間に占める位置によつて決定される。与えられた場合にも，火山帯の位置は造

構，火成活動区ならびに鉱床区の発達の方向，および造構構造の特性を運命づけている・

　造構構造の特性

　オボーツク帯の最も特徴的な指標は，2造構階の地体構造（先カンブリヤの露出地域では3

階）が認められることである。この特性は白垂紀摺曲地帯の他の造構地区と明らかに異な9て

いる。これらの地区では，第2造構階は，まれに認められ，その発達区域もオホーツ．ク帯のよ

うに広大な地域を占めていない。

　多構造階構造はオホーツク帯にPlate－forme構造に相似の姿態を付与レている。しかし上部

構造階がほとんど火山源組成であり，その上に高度の易動性一このことは岩石が著しく乱され

造構運動が大きな役割を占めていることで立証される一であるので，オホーツク帯は“現世”

　　　　　も、のPlate－forme’地帯と区別される。

　オホーック帯の他の構造特性は，オホーック・カムチャジカ地向斜地帯から伝播してきた白

璽紀・第三紀の造構構造運動の波動の跡がこの地帯にきわめて明確に認められることである。

この波動の跡は，地向斜帯では，堆積の中断および傾斜不整合の型で認められるが，オホーツ

ク帯では，上部構造階の岩石類の擾曲および堆積層と火山源岩石層とゐ互層にみられる不整合

・に現われている。・

　さらに次の重要な現象が認められる。すなわち溜曲造成の強度は，火山源階の下部層準から

上部層準へ向かうにしたがつて著しく減嚢するとともに，オホーツク帯の南限から北限へ向か等

うにしたがつて，同一現象が認められる。この種の2現象は，造構構造の“剛性”が増大する

67一（67）



ノ
地質調査所月報（第11巻第1号）

ことと確かに関連性がある。

　オホーツク帯のある部分一とくにYamsk入江からPenzhi血へかけての地域一の地向斜性

基盤堆積物の摺曲構造はまた北・東方向をもつていることを指摘しておくことが必要ぞある。

，』しかしさらに南方のオホー▽ク分枝地帯（Virgate　zone）で③基盤の摺曲像は上部構造階より，

もはるかに複雑である。したがつて地向斜性堆積物の走向は，晩期（造構）構造の方向性とまつ

㌔たく一致していない。

　オホーツク帯の構造上の特異性とは，擾乱運動の方向性と乱れの量とであることがきわめて

一明白にいいぎることがでぎるであろう。

　したがつてまず第一に直接明らかにされる地質調査と火山岩および主として，点在オホーツ

ク花嵩岩状貫入岩体の明白な線状発達とによつて，きわめて広域にわたつて発達する破砕帯が

ー模式化されている。

　露出，潜在造構破砕帯の方向には，一定の規則性が認められる。最も重要なのは，構造線の境

界に近似的に平行に走る破砕帯である。小規模であるが，明白に認あられるものには，横切方向

の破砕帯がある。これと対応してオホーツク帯内で重要なものとしては，北東方向に，単独に

または列をなして延びている多数の縦断造構破砕帯があげられる。個々の破砕帯の延長は，10

kmから100kmにわたつている。潜在破砕帯も確かに同様な規模をもつているようである。

このことは破砕運動と関連して白璽紀・第三紀の火成岩系が発達していることと，第四紀堆積

物で被覆されている新期造構凹地の輪郭とによつて推定宅ぎる。P「

　この種破砕帯の多くが，長期間にわたつて存在している“深所破砕帯”の範ちゆうに属する

ことは疑問の余地がない（Peiv）。この種破砕帯には，

　（1）オホーツク帯南限の超塩基性岩石類および火山岩の発達を制御する破砕帯。、

　（2）・横断Omsukchan盆地，洗降凹地を誘導した破砕帯る

　（3）オホーツク先カンブリヤ地塊およびOla－maltansk，Anadur高原玄武岩流の発達地域

に数100kmにわたつて発達している横断破砕帯がそれぞれ入れられる。、Bezrukovおよび

Udintsevは，海岸線に沿う推定深所破砕線によつてオホーツク海の構造図を描いている。

　．オホーツク火山弧に特徴的にみられるような規則的に発達した横断1縦断造構破砕系は』

Aleutsk島弧，カムチ予ッカ弧，千島弧等に明らかに追跡される。こxでは火山の分布，造構

成起伏の主要特性等に現われている。

　この種破砕帯は現在の太平洋造構帯の境界地帯に発生した動応力と関連性があることは確か

である。オホーツク帯の擾乱網も，また類似の成因によるものであろう。それとともに割れ目

り方向嬬こxでは摺曲構造のそれと類似の状態を示しているが・複雑なものは新期一（オホーツ

ク・カムチャッカ地向斜帯）ならびに古期造構方向によつて二重支配を受けている。古期造構

方向はIndigiトk・lym中央地塊の南部またはAldan楯状地の南東部の輪郭で決められる。

　結論として次のことがいえるであろう。オホーツク帯構造発達の原因となつた造構運動の時

間的関係および特性をみれば，新期地向斜の成長に明らかに依存しているが，構造像の関係で

は，新期・古期造構方向との二重支配を受けている。

　組成特性，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　オホーツク帯の下部造構階は，中生代摺曲帯の陸成堆積物で代表される。その生成年代は，

二畳紀初期からジユラ紀晩期にわたる（下部Volozksk・階）。

　オホーヅク帯の特徴的な構造要素である古期地畳地塊地域一〇khot盆地，Taigonos島，

Omolon，Chukotki東限地域一では，地向斜性，“Verkhoyansk”岩系の堆積物は，古生代前

期，先カンプリヤ結晶片岩（基盤岩石）類上に乗つている。すなわちこの地域では，下部構造階

の役割は，この種地層が演じている。

　しかしオホーツク帯の主要特性は，すでに述べたように，明らかに認められる中生代晩期，

争新生代の火成岩系Q乱れである。

　Venchugoyoの統計的計算によれば，、オホーツク帯には，北東部ソ連に分布している中生代
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　　　　　　　　1．オホーツク造構火山活動地帯の憶界地域
　　　　　　　　2．前白璽紀花嵐状岩石の貫入
　　　　　　　　3．後ジユラ紀花闘岩状岩石の貫入

　　　　　　　　4．造構破砕帯
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第3図オホーツク造構，火山活動地域およびその境界地域の摺曲地域南部の花崩岩状貫入岩の分布図

火山岩の76％と第三紀火山岩の93．3％が集中している。

　中生代，新生代火山岩の分布が示してある第2図をみると，分布比が明らかとなる。オホー

ツク帯の後ジユラ紀火山岩が卓越的擾乱を受けているのは，まつたく明らかである。類似の造

構像は，第3図にみられる。この図ではオホーツク沿海の貫入岩塊の分布が示されてある。こ

の場合には，前白璽紀の貫入がきわめて僅少で，白璽紀・第三紀深成岩体が完全に支配的であ

ることに留意すべきである。

　白聖紀・第三紀におけるオホーック帯の造構移動が一般にみられないほど激烈であつたこと

が確かに裏付けられるようである・オホーツク・カムチャッカ地向斜の主要発達階梯は，白垂

紀および第三紀にあたつているから，火成活動生成物ゐ分布の特性が地向斜帯およびそれに接

するオホ■ツク帯地域の歴史的運命に直接左右されることを，証明する必要がある。

　オホーツク帯の造構造状態の他の産物は，それを構成する火山活動生成物組成の特性である。

　著者は，オホー羽ク帯の火山活動生成物および深成岩岩層の平均化学成分を考慮の対象にと

りあげた。火成岩を組成する全化学成分によれば1中生代および新生代摺曲地域一オホーツク

構造の発達している境界地帯一の中間位置を占めているようである。とくに，オホーツク帯の

白垂紀前期り全火山岩の平均組成は安山岩に，白璽紀後期のものは，石英粗面岩・石英安山岩

に，第三紀のものは，、石英・玄武岩にそれぞれ対応している。

　白肇紀中期のオホーツク貫入岩体の平均化学組成は，花崩閃緑岩・白璽紀後期のもpは若干

アルカリの高い花嵩岩，第三紀のものは，斑栃岩・閃緑岩に対応してい，る。

　オホーツク帯の後ジユラ紀貫入岩類および火山岩類の平均組成一その発達地域を考慮に入れ

て一花醐閃緑岩・安山岩・石英安山岩に対応し，SiOの含量は63．49％である。

　オホーツク帯の特異な特性は，第1表をみれば明らかである。この表には，全対象地域の火

’成岩系の相対的，絶対的数値が掲げられている。

　この数字を対照すると，3巨造構区の火成岩組成のぎわめて本質的な差異が明らかにできる

くこΣで造構区には，‘中生代および新生代の摺曲地域とその間の境界地域とを含む）。

　Kolym－chukotsk地域では，花崩岩および石英粗面岩が卓越し，中性・塩基性岩石類の面積を

とりあげると，その面積の4倍に達している。オホーツク帯セは，主要な役割をなすも，のは，
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第1表　中生代・新生代の主要火成岩型の分布について

岩　　石　　類

花嵩岩・石英粗面岩・
石英安山岩

花嵩閃緑岩・安山岩

斑栃岩・玄武岩

A
B　（km2）

81，489．1

13817．6
　コ

5192．5
　7

100499。2
　7

B　（％）

81，08

13．75

5．17

100』00

B

B　（km2）

109，622．0

110，283．0

50196．5
　，

270，■01．5

B　（％）

40。60

40．81

18．59

100．00

C

B　（％）

3．23

96．77、

100．00

A＝Kolym－Chukotsk造構区、B・：ヵムチヤッカ造構区　　C：オホーツク海造構帯

中性．・酸性岩石類である。一カムチャッ1力地域では，火成岩類の占めるほとんど全面積は，塩基

性岩石層（主として玄武岩類）の部分にあたつている・

　とくにVenchugvaが計算したKolym－Chukotsk，地域のさまざまな岩石系とその平均組成間
’
の
量 的比を基礎において，この地域の全火成岩類の平均値を求める1ことができる。このように

して求められた平均値は，花崩岩のノルム（SiO270．29％）に対応するであろう。カムチャッカ

地域の火成岩の平均組成は，安山岩・玄武岩（SK）、55．47％）に対応するであろう。“安山岩

線7弓（and6site　line）の領域内にある太平洋の火山島の火成岩類の平均組成一Vlodavetsuのデー

タによる‘が玄武岩（SiO250．03％）に対応することを付加するならば，シベリヤHate－fome・

から太平洋のシマ質Plate－formeへの火成岩系列に起こつている化学反応の変化像は，次のデ’

［タから明らかなように完全なものとなるであろう。

Kolym．Chukotsk摺曲区

オホーツ．ク造構来成潭動帯

カムチャッカ摺曲区

太平洋島弧

70．29％

63．49〃

55．47〃

50。03〃

　上述の数値は，Smimovが定式化した太平洋周辺部の火成岩系列の組成置換に関する考え方

碧よく裏付けている。第1および第3地域は，Smimovの太平洋の“外帯”，内帯鉱床区に対

応している。両地帯の中間地帯，すなわちオホーツク火成活動帯は，始めて明らかにされてい

る。

　造構区における火成岩系列の平均組成変化は，太平洋地域の海洋および陸地要素に関するそ

の位置によつて，まず支配を受ける。それとともに，火成作用の性質と白璽紀・新生代造構区

の境界との定相関関係は，明らかにstructural　contro1を受けたことを示している。造構造運動

が各地帯に発生すると，，正常の全マグマ系列の進化階梯の出現を誘導するが，マグマ輪廻のそ

れぞれのメンバーの進化過程で，著しく卓越する因子は，現在みられるような全化学的緯塵の．

差異を誘起する。したがつて太平洋海盆地域の各地帯の構造上の位置を考慮に入れないでは，

造構史の特性も，また造構運動自体の発達階梯も，岩石の化学組成の差異を解明することがで

きないQ

　こ』で対象にとりあげた問題を論じつくすためには，オホrジク帯の鉱床区の特性にふれて

おくことが残される。こxでは，オホーツク帯と太平洋構造の外帯および内帯とが区別される

ようなある種の特性が指摘される。すなわち外帯鉱床区では，周知のように，錫・タングステ

ンおよび金，内帯鉱床区では，銅・水銀・モリブデンおよび金を典型的に産出するのが特性と

な？ている。したがつてオホーツク帯の火成岩系と成因的関連性のある鉱床区の型としては，

タングステンを伴う錫鉱床と金・銅・モリブテンを伴う多種金属鉱床区とが知られている。こ

のようにしてこの地帯の中間特性は，金属の成因特性にも明らか匠現われている。’
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オホーツク帯の地史

・初　期

　オホーツク帯の地史は，造構運動が発展した摺曲基盤が形成されたとぎよりも早期でない時

代に始まつたことは明らかである。

　Kolym－Chukotsk地向斜地帯では，堆積層が広域にわたつて，下部Volzhsk動物群を含む・

堆積物に至るまで連続的に追跡される。古地理学的解析に、よると，すでにVdzhsk後期には

アルダンおよびレーナ河下流から，オホーック・カムチャヅカ地向斜帯の境界地域に至る東部

の全地域が乾陸であつた。例外としてはパランギニァンの轡部，オーテリピァンまで存在して

、いた小規模の入江地帯，すなわちKolymの下流地域，Aniuev盆地　オホーツク・カムチャ

ヅカ地向斜の境界地帯である。

　Tithonian海盆地域が削滅し，広域にわたつて淡水地域が出現し，その地域には白璽紀前期．1

の毬果植物群の遺体を産する厚層の堆積物が形成された。この時代はジユラ紀晩期（おそらく

は白垂紀初期にあたる）の造構期と考えられている。

　この種の陸地盆地の挾炭層は，ネオコミァンの植物群および淡水棲動物群を豊産し，かつ・

よく研究されているのが特徴となつている。この種堆積物は著しく，擾乱作用を蒙つている

“Verkhoiunsk”系の地向斜性堆積物とは明白な不整合面をもつて接している。

　このように，広域にわたつて明らかに認められる事実によれば，Kolym－Chukotsk地両斜地、

域を摺曲帯に化した造構運動の年代決定を確実に行なうことができる。この時代はVolzknian

期の終期か，ネオコミアン初期にあたつている。

　しかしオホーツク・カムチャッカ地史に対して出発点となるデータを求めるためには，さら・

に1つのデータが必要となる。それはオホ㌦ツク・カムチャヅカ沈降凹地の生成年代である。　．

この凹地帯の進化は，中生代陸地の境界地帯の特性と本来密接な関連性をもつている。しかし

新生代摺曲地域の研究が比較的進んでいないので，・現在確実な立証データが得られていない。

これはこの地域の大部分がオホーツク海の海底下に埋伏しているからであり，またそのために．

地向斜地帯の発達の初期は，その終期よりも確認することが常に困難であるからである。

　地史の先行造構輪廻と関連性のある先カソプリヤ系および古生系について述べなければ，中

生代の地向斜時代は，中生系の層序の最下位を占めるジユラ紀後期の陸成層の生成をもつて始・

まつている。動物群で特色付けられるジユラ紀後期堆積物の肇達地域一その面積は狭い一は

Penzhin入江の東岸，Pekulun山脈，Main谷地域に知られて“る。ジユラ紀後期の岩石層は

中生代摺曲地帯との境界に沿つて延長し，北東方向の狭い線条帯を形成し，以前の氷河谷の軸ll

線を示している。堆積物の厚さが比較的薄いのは，この時代の沈降凹地の規模が依然として大

ぎくなかつたことを示すものである。したがつてオホーツク・カムチャッカ地域における地向’

斜発達の主相は，明らかに後期，白璽紀および第三紀の時代にあたり，この時代には，造構運「

動が繰り返し中断されて，厚い堆積物が生成された。この点からみて，ジユヲ紀の晩期をもつ

て，新期地向斜帯の強烈な沈降運動の開始期と考えることが必要である・

　換言すれば，Kolym－Chukotsk地向斜帯が閉じられたジユラ紀後期の造構運動は，新地向斜

海盆地帯の基礎の形成を伴い，’太平洋への地殻の沈降波（動）の置き換わりを反喚している。筆

老は，太平洋海盆の造構史を正しく理解するためには，この事実が重要な意味をもつているこ

とを指摘しておいた6この事実は，オホーツク帯の歴史に対する手がかりとなる。

　隣接地向斜帯の造構生活に左右されるこの地域の造構史の逐次的発達事象（eventlは，・この

地域に発達している火成岩系の組成の置き換わりと進化とにまず第一に反喚している。この種

指標によれば，オホ・』ツク帯の造構史は，多数の造構階に分けられるが，特徴的なものは，上

部造構階一構造層準と同じ一地帯の地質構造である。

　前白璽紀階

　前白璽紀階は，白璽紀摺曲基盤の要素の形成1と関連陛のある“先行構造階”である。この基Fil

71一（71）



地質調査所月報（第11巻第『1号）

’　盤上には，オホーツク帯の火山源岩石層の複雑な多（造構）階の地体構造が後ジユラ紀に発達し

　　た。陸成特性の地向斜堆積物を除けば，摺曲基盤の構造である種の役割をなすものは，先白璽．

　1∫紀型の火山産物，および深成岩類である。例えばオホーツク海の北辺の熔岩は，・地向斜性基盤

　　岩石系中に含まれている（第2図）。この種熔岩類は主としてライ、アス階とアレン階の動物群を・

　1産する堆積層中に始めて多量に出現する。パトニアン階時代の岩石層中では，その相対的役割

　　・は増大するが，層序のさらに上方では，海成堆積物は全く消滅し，主として安山岩質組成の逆

　　『入岩および凝灰岩の厚い集積層のみが残る。

　　　このようにして地向斜様式の最終進化階梯では，火山活動が激烈となつたことを意味してい

　　る。この種の地層中では不整合現象は全下部岩石系との間に全く明らかにされていない。

　　　Pオホーツク帯でみられる先白垂紀畳入岩体（単位、は，主としてジユラ紀後期ρ造構運動と関

　．連性がある。先カンブリア紀，古生代前期の小貫入岩塊は，地畳状地塊地域でのみ基盤岩石中

　　に認められる。

　　　ジユラ紀後期の貫入岩体は・主として花嵩岩組成で特色付けられる。貫入岩体は・Indigiレ

　門kolym中央地塊の境界付近に広く分布し・“Kolym’》、底盤と呼ばれている模式的底盤質深成

　　岩体と異ならない。この種貫入岩体のよく裏付けられた地質学的位置は，地向斜性堆積物との

　　貫入接触面ニジユラ紀後期の下部堆積物を含む一と深成岩体を覆う白望紀前期の火山源堆積物

　　中で発見されている花縄岩礫とで決定されている・Indi琴irkolym中央地塊一ごの境界地帯は

　一最大造構移動を示した中生代地向斜帯の乾陸化時代に出現した一に近づくにしたがつて』深成

　　岩体の量と規模とは増大する。

　　　白璽紀前期階梯一

　　　本質的にほオホーツク帯が個別化地体構造（individuahzed　geotectonic　structure）．として形

　　E成された初期階梯にあたつている。この地域には，ネオコミヤソ初期の先行造構運動の産物と

　　して，広域の火山帯を伴う摺曲山地がすでに隆起し，その山地は新期地向斜帯との境界線に沿

　・つて延長していた。肖璽紀前期の時代は，全地域は造陸運動（yertical　movement）の跡が著しい

　　対薫をな して特色付けられる。このことは迅速匠埋伏された山間盆地の陸成堆積物め膨大な厚

　　さによつて裏付けられる。さらに振幅の著しい差異は，新期隆起陸地の境界地域と迅速に潔化．

　　した地向斜地溝と一膨大な陸成堆積物の厚さは9km　Penzhin入江の東海岸では9kmに達す

　　る一で識別される。この種構造境界地帯で発生した引張り裂罐群は白垂紀前期の火山活動の発

　　達規模を決定し，その分布を支配している。

　　　火山帯の幅は100kmに達し，その長さは新期地向斜帯の北西縁辺部の延長性を決定してい・

　　・る。この造構階の火山源堆積物の総層厚は106mから2～3kmに達している。

　　　地層中には逆流岩以外に多量の凝灰岩，tu伍t植物化石の遺痕を伴う河成，湖成堆積物が認

　　・められる。摺曲基盤岩石系が層序中に現われている箇所では，斜不整合面が明らかに認められ

　　る・白垂輝南期の岩石層は・主として北東走向の単純な摺曲をなしている・造構擾乱が激烈な

　，地域，基盤岩石類0露出地域，ある種の巨大な貫入体と樒曲構造との接触部では，“この種地層

　　は規模著しく錯雑化し，急傾斜している。

　　　この種型の火山岩中で最大の発達を示すのは，安山岩類である。しかし原勧マグマの分化度

　’は’，さまざまであつて，玄武岩類からアルカリ土類質石英粗面岩類にまでわたつている。

　　　この時代の終期には新しい造構運動相が認められる。オホーツク・カムチ｝ッカ地向斜帯で

　・は・この種の造構造運動は，バランギ静アン単アプチアン・アルピアンが不整合に軍なつてい

　　ることで明らかである。白墓紀前期の最も新しい既知層準の年代が，アプチアソ・バレミアソ

　1・階の植物群で決定されているオホーツク帯地域では，この種造構運動は若干遅れて出現してい

　　るようである。

　　　白華紀中期の地殻変動には，オホーツク帯一オホーツク貫入体一の最競模式的な要素の一

　　・つの出現と関連陸がある。この種貫入体は，主として花崩閃緑岩組成の分化一“底盤様”貫入

　1岩塊からなつているQ多くの場合貫入体は，溶融液の酸性度のてい増により数貫入相を形成し
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’ているo、

　模式的な場合には貫入岩塊は，斑栃岩組成の小貫入体をもつて始まり，さらに閃緑岩また

は石英閃緑岩の貫入が追跡される。主貫入岩相は，花醐閃緑岩組成の熔融液で特色付けられる

，が，晩期相としては，斜長石花歯岩および花醐岩が貫入している。この種貫入岩体は，1白垂紀

前期の火山源堆積物を貫ぎ，それに変成作用を与えているが，次造構階の白塵紀後期の岩石類

　によつて覆われている・Speran　skaiaおよびUstievは・とくにアルメニイ盆地産のチ手一官

　ニアソーセノマニアン礫岩について，オホーツク岩石類の完全な礫岩系を記載しているQ

　白璽紀後期階梯

　白璽紀後期の造構階梯を，アルビアンーセノマニアン，セノマニア染チユー戸ニアン，ダニ

　アン系統の植物群を含む陸成火山源岩石類および堆積岩類からなる次造構階梯の形成によつて

特徴付けられる。オホーツク帯では，広域にわたつて斜不整合面がみられるので上部白璽系と

下部白璽糸とが区別される。溶岩流・溶岩層・湖成・河成堆積物は，乱され，緩やかに傾く翼

　部をもつ緩傾斜摺曲を形成している。

　上部白璽系の分布地域は，下部白璽系の発達地域としばしば一致し，北方一オホーツク・カ

．ムチャヅカ地向斜の境界地域の側一に向かうにしたがつて著しく擾乱作用を蒙つている。白垂

紀後期の火山岩の発達g場が，陸地構造地にとくに深く侵入しているのは，横断造構断層地帯

・一オホーツク牙カンブリア・ブ官ックおよびOmsukchan凹地一で認められて》る・rすなわち

この地域では，オホーツク帯の幅員は最大となつている（第2，3図参照）。

　火山源堆積物の厚層は，600～800mから1，300～1，500mにわたつている。山間凹鞄の挾

．炭層の厚さは，ときには1，200～2，000mに達している．ことがある。

　この型の火山岩類は，主として酸性組成をもつが，火肉噴火には，爆烈特性が認められ，多

様な凝灰質物質の膨大な堆積を伴つている。さらにまたカ、タマイ型噴火もしぽしばみられ，厚

層のIgnimbriteが，形成されている。

　噴出熔礁液の組成の進化には，次のような明白な玲化様式がみられる。すなわち安山岩→石

英安山岩→石英粗面岩一アルカリ石英粗面岩である。

　本層と次層とを識別させる緩傾斜現象は，造構解析を困難にし，“ララミド”擾乱時代につ’

Pいて見解が食い違つている。、この時代はほとんど同一根拠に基づいて，また暁新世の初期とダ

ニァンに直接先行する堆積期の時代と考えられている。後者の考え方は，ダニアン累層の火山

源堆積物中に白垂紀後期の花嵩岩状貫入体を欠いている点に基づいているから，遙かに信頼度

が高いように思われる。地殻変動の任意の推定相は，オホーツク・カムチャッカ地向斜帯の堆

積物に対して立証されている層序の中断期に対比されている。

　白璽紀後期の終りの造構運動には，半深成花嵩岩類の貫入を伴い，きわめて特異な岩石およ

び鉱床が形成された。この種の岩石類は，主として優白質花嵩斑岩であつて，錫および，、，，

meta1の鉱床を伴つている。貫入岩塊は，とぎには巨大な規模に達し，すべて1造構階梯でし

ばし球生成されたものである。多相牲質）貫入岩体中では，花嵩岩，亜アルカリ花崩岩，アル

カリ花嵩岩の諸相が認められる。先ダニアン岩石類が著しく変成作用を蒙つた接触面をもち，

この型の貫入体が一層新期（ダFアンおよび第三系）地層中に欠失しているから，この型の貫入

岩体の地質学的位置が決定される。そのほかに，このことは，白璽紀後期の火山岩相および漆

成岩相り性質に共通性がみられることで裏付けられるが，多くの場合，それらの間には相互転

移が認められる。

　白璽紀中期の貫入現象に類似の白璽紀後期の花嵩岩状岩石類は，オホー、ツク帯地域に主とし

て分布している。しかしこの時代に生成された鉱床から推定すると，この種岩石類は，内陸地

域の新期の造構破砕運動としばしぽ関連性をもつているようであるα

　第三紀階梯

　第三階梯は，オホ［ツク帯の上部造構階の生成と関連性をもつている。白要紀晩期の造構造

、運動は，白垂紀の火成活動輪廻の終末を意味しているから，オホーツク帯の発達の重要な指標
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となつている。’この地域では，暁新世から，広大な領域にわたつて盛んな火山活動が続いたが，・

熔岩の組成は，前時代と異なつている。第三紀ρ時代は，白璽紀後期の酸陸火山岩および中央

噴出型の火山列の代りに，ほとんどが裂罐噴出型特性の塩基性噴出物で識別される。こり裂罐

噴出型の広大な玄武岩流・安山岩・玄武岩流は，オホーツク帯の多造構階構造の剛性度が増大

した最も重要な指標となつている。したがつてこの種現象は，白璽紀造構，火山活動輪廻の終

末碧指示しているばかりでなく，この易動性地域が長期間にわたつて安定地域へ転移し始めた

ことを示すものである。

　第三紀火山岩類は，以前の下部白璽系および上部白墓系の地域を覆つているが，前時代のそ

れに比較して分布範囲は狭い（第2図）。さらにまた火山岩は，横断・縦断方向の造構破砕帯と

関連性がある5しかしこの場合には，裂罐噴出型であるので，造構帯との結び付きは，一層明

白である・さら磧裂罐型の熔岩噴出の場は，陸地に深く移動している・このことは・全陸地地

域にわたつて地殻の物理的，機械的性質が徐々に均衡化したことで解明でぎる。　，

　第三紀の火山岩層の総層厚は，300＾・500から1，000偲1，200mにわたつている。火山岩層

は，ほとんど水平状をなす熔岩流で代表され，白璽紀の基盤起伏の凹凸面は平坦化されている

が箸高く基準面上にそびえ立つ火山台地を形成している。璋構運動は，先行型のように，火山
’
源
岩 石層を形成するどどもに，地塊の分化運動が持続したことを示す小規模の大陸盆地を形成

しているのが観察されている。しかし火山源堆積物の層厚は，この地域では，白璽紀のような

規模に達していない。F

　火山源堆積層の年代区分は，その組成中に火成砕屑物および堆積物の薄層を完全に欠失して

いるので困難である・た璽オホーツク頻海地域の中央部一〇1a－maltan台培一のみでは，玄武

岩流中には，珪質粘土および割れ目の発達する粘土質薄層を挾み，そのなかからは，暁新世の

植物遺体を豊産する。第三系の上部層準の熔岩が，、一層新期の噴出活動と関連性があるのは，

無視できない。　・

　この造構階の熔岩の組成め変動領域は，享武岩と塩基性安山岩との枠をでないbそれととも

に，第三系のきわめて特徴的な要素は，ペザナイト・リンデ岩，アルカリ石英粗面岩の岩脈お

よびコメンド岩，パソテレリア岩の小規模の熔岩流で代表される玄武岩マグマのアルカリ分化

産物である。

　この時代の貫入相はオホーツク帯ではほとんどみられない。この時代の岩石類は，閃緑岩・

安山岩質・斑栃岩・粗粒玄武岩および（まれには）花崩岩組成の半深成岩体で代表される。ある

程度信頼度の高い年代決定は，白璽紀後期または第三紀火山源岩石類の集まりで組み立てられ

た好ましい地質学的状態によつて可能である。　　　　　　　　　㍗

　第四紀造構階

　第三紀時代の地殻変動相系に引ぎ続いて発生した第三紀後期の造構運動は，中生代大陸を解

体し，広大な新摺曲地域を造成した・それと同時に・新乾陸の東縁部には，新しい沈降凹地が

形成された・・この醗凹即現代の位凱太平洋海御アジア大陸と紛かつ蹴に醐す

る海満iにあたつている。

　この新造構進化相に驚くほど対応しているのは，オホーツク帯の第四紀の地史である。造構

性易動帯は太宰洋側へ数100km（千島連鎖弧では1，500kmまで）移動したので，地質学的状

態は，一変した。、現在活動期にある地向斜地溝と，新期の広大な惚曲隆起帯によつて分かたれ．

ているオホーツク帯では，ジユラ紀後期かう第三紀後期にかけて行なわれた造構運動の多くの

造成特陸は急速に消滅した。まず第一にオ歩一ツ．ク帯は大陸と発展期の堆向斜沈降凹地との境

界地帯でなくなり，すでに断層裂罐系の発生し易い伸長帯に包含されなくなつた。この重要な

結果としては，火山活動がほとんど停止したことである。

　現在オホーツク帯では，2つの第四紀火山活動の跡が知られているにすぎない。すなわち　・

Taigonos島の北東部の氷間期の玄武岩流とマガダン市周辺の第四紀晩期の小規模の酸性火山

灰堆積物とがあげられる．。
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　先行造構階がオホーツ，ク帯の地史とオホーック・カムチャッ1力地向斜の発達との相関関係を

示していなければ，火山活動め規模にみられる異常な差異（後新鮮世）が完全に明らかにされな

1いであろう6

結論およ．び対比

　オホーック帯およびそれに隣接す為類似造構帯

　この地帯の地体構造および地史の上述の特徴付けられた特性によれば，ジユラ紀後期の時代

に形成された北部アジア大陸の縁辺部に発達したオホーツク帯では，同時代の火成活動および

鉱床成因の特性および地質学的発達の遂次性は，それと境を接するオホーツク・カムチャッカ

．地向斜帯の進化に著しく左右されたことが明らかである。これらの特性をすべてとりあげる

と，境界帯地域と他の北東部アジア地域とは最も重要な意味をもっ独立の地体構造単位として

分帯することが必要であることについては，疑問の余地がないほど明白に識別される。

　まずこΣでは，考えられうるオホーツク型の他の造構帯を捕捉・追跡しないで，東部アジァ

の隣接地帯のみを検討し七みよう。するとまず第一に，オホーツク・カムチャヅカ地向斜の南

西部境界地帯（カラフト）のgeological　settingが当然問題となつてくるQ

　最近の地質学的・岩石学的研究によれば，カラブトは地体構造・造構発達・火成岩系の組成

および鉱床の成因が，上述のオホーツク帯および極東の沿海州の頻海地域だけにきわめて類似

していることが明らかにされている○

　沿海州地域は新第三紀の終わりに，すべてのオホーツク・カムチャッカ地向斜帯のように摺

曲運動を蒙つて，カラフト凹地との境界地域に発達した。この地域と新期の地向斜とは，深部

破砕帯，すなわちBelyaevskiiのT6tyukh鵬kii造構縫合帯で分かたれている・三畳紀後期・

白垂紀前期の擾乱堆積物からなる中生代の摺曲基盤はこΣでは上部階の火山源岩石類によつて臼

・一著しい不整合面をもつて一覆われている。このような地質学的現象は，目本海頻海帯および

レタール海峡の最大の特徴的な要素となつている。火山源岩石系は，白璽紀の後半期（セノマ

ニアンザニアン）と全第三紀に謝歪，勲様却条件下で生成され属ρである5上鰍

山源階は，オホーツク帯のように，3つの不整合面，すなわち白垂紀後期，古第三紀，新第三

紀（第四紀にしばしばみられる）の造構階梯からなつている。この種岩石類は，乱され，北東方

向め緩榴曲を形成し，縦断・横断造構破砕（運動）系によつて支配されている。

　Sikhote－Ahnの東斜面の火成活動を詳しく研究したFavors塑yaは，完全火成活動輪廻（白

垂紀後期と新第三紀）と未完成火成活動輪廻（新第三紀に始まつた）とに分けている。

　この地域では，中生代地向斜堆積物は，頁岩および砂岩と互層をなす白垂紀前期の安山岩質

火山岩層準で終わつている。白璽紀後期の陸源岩石層では，分化された安山岩・石英粗面岩系・

で特徴付けられるが，Sikhote－Alinの北部にとくに発達する第三系中では，玄武岩流の噴出が

明らかに卓越している。各火山活動輪廻は，塩基性熔岩をもつて始まり，一層酸性の熔岩で終

わつている。

　沿海州の造構史に対応する火山岩系は，少なくとも花嵩状岩石類の2貫入相（白墓紀後期お

よび古第三紀）を伴つている。錫・タソグステシ鉱床，多種金属鉱床，金鉱床，スカルγ・鉄

鉱床はこの種の貫入相と関連性をもつている。

　沿海州地帯の地史と地体構造とは，オホーツク帯の特性のほとんど完全な繰り返しであ』る。

したがつてカラ．フト地向斜地溝との境界地帯に沿つて走つているSikhotσAlinの中生代摺曲

基盤上に発生した火山帯の一つの明白な例である。しかし太平洋海盆のこの部分における地質

学的事象の若干異なる進行に対応して，縁辺構造の進化にも，異な為地質年代差が認められる。

このような年代のずれは，大陸のSikhote－Alin地域およびオホーツク・カムチャヅカ地向斜

のカラフト地域を形成した造構運動期のおくれに関連性がある。この場合火山地帯の東部境界

，地域は，半径180で太平洋弧に凸面を向けるような形態をなしている。

　ソ連の領域外でこのような姿態にきわめて近似している地域は，南東部麦那の頻海地域であ
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　支那の地史は古生代変動期および中生代変動期の地向斜が“事実上同一箇所に発達した”ご

とで特色付けられる。これらの地域は，最近のインド支那造構運動によつて乾陸化Lて，この・

地域から東部の地域には日本から琉球，台湾を経て香港へ延びている一層新期の（ネオ変動期）

沈降凹地が形成された・大陸地域の縁辺火山帯は地向斜海溝の移動と同時期に発生した・、

　東部支那の火山帯の地史も，Sikhote－Alinおよびオホーツク火山帯との既知の地史とぎわめ・

て近似していることを物語つている。

　この地域では，中生代後期の大陸と新地向斜帯との境界地帯は，現在支那海中に埋伏されて

いるが，太平洋弧に対して半径約100の凸面を向けている。

　一東支那およびSikhote－Alin火山帯の連接は南東部朝鮮の沿岸地帯付近で起こつている。ノ1￥

林貞一は，ジユラ紀後期の頻海堆積物で覆われ，新期花崩状岩石類で貫かれている白要紀の中

性・酸性組成の火山源岩石類が，この地域に広く分布していることを記載している。こり地域：

ではジユラ系・白墓系と安山岩質火山源岩石層・石英粗面岩層とは，明確な不整合面で識別さ

れている。

　このようにして特定の発達条件と火成活動およ。び鉱床成因の特殊の指標とで特徴付けられる

地体構造が，弧状連鎖をなしてアジアの東部沿頻海地域に沿つて形成され：ている。この種弧状

連鎖は中生代においてアジア大陸の境界地域忙発生し，それを縁取る白璽紀の新期の地向斜沈

降凹地を伴つ七いる。これちの地域の発達は第三紀の終わりまで続いている。東部アジア大陸

の造構，火山活動帯の縁辺地帯と名付けられているこの種の長く延びている地体構造（進化〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺは，新第三紀の末葉にオホーツク・カムチャヅカ地向斜および日本・香港地向斜地帯を巻き込・

む造構運動によつて切断され，その地域に広大な新生代の摺曲地帯を造成した。次で造構（性）

易動帯は，南東部へ移動し，太平洋島弧の外側に現在みられるd

　上述のオホーック火山帯がアナドルイ湾で屈曲しているのは，この地域がアラス．カに延長し

ている可能性があることを推定させるある種の根拠となつている。アラスカ山脈に沿い，ユー

，コン・Kuskokv加流域の南部にみられる白望紀晩期・第三紀火山岩の広大な分布地帯は1ア

ナドルイ湾に始まり，次でそのほとんど大部分がベーリソグ海に埋伏されている古期火山弧に・

終わつていることが充分考えられる。Smithは，厚い玄武暑流で覆われている著しく分化した・

熔岩系（玄武岩・安山岩・粗面岩・流稼岩）悉について記載している。

　東部アジア造構火成活動地帯と太平洋火山弧

　最後の商題は，東部アジア大陸と太平洋の現在の島弧との成因的，構造的相関関係である。

　縁大陸海によつて分かたれる東部アジァ大陸の東部には，現在の花彩島弧が配列している。
・
ま
ず
第

一にアザユ＿シャソ・カムチャヅガ・千島・目本の諸島弧は，太平洋海盆の向一造構地・

帯に延長しているが，その生成期が一層古い時代に属するものは，オホーツク・Sikhote－Alin

弧である。

　東部支那の大陸弧に対して類似の状態を示す九州島の南部には，琉球フィリピソ島弧が占

めている。’しかし太平洋のこの地帯は琉球およびフィリピソより2，500km東部に第二の小笠

原・マリアナ島弧が配列しているので，はるかに複雑鷹構造によつて識別される。この花彩島

弧の西方は，白璽紀および第三紀に，東方は，一層新しい時代に発達したものである。

　島弧の凸面側に沿う地帯では，現在の地向斜地溝の特徴である深海凹弛底線，負の重力異常

帯がみられ，浅発地震の震源地が集中し，地球上での最大の造構運動の活性帯が通つている。

地溝の凹面側からは，全島弧系の最大の特徴的な特質を構成する第四紀および現世の火山帯が・

延びている（太中洋造山環）。この火山帯には，多数の活火山および死火山が分布し・その厚さ

が1kmに達する火山源堆積物には，一層古期一新第三紀までg－g時代に形成された東部ア

ジア大陸の造構，火成活動帯と識別される（対応）特性を完全に繰り返しているのが認められるα

　東部アジア大陸火山帯と太平洋火山帯の地質学的発展にみられるこの串うな対応性は，沈降
一
地
向
斜地溝の縁辺地帯に発生した同一の地殻の伸張（引張り応力に基づく）運動と，割れ目の形・
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大陸弧（東部アジア（大陸）の造構火山活動帯）（1）オホーツク弧

（2）Sikhote－Alin弧　（3）東部支那島弧　（4）アリユーシヤン弧

（5）カムチヤツカ。千島弧　（6）日本島弧　（7）琉球弧（8）フイリ

ピソ弧　（9）小笠原・マリアナ弧　（～）はべ一リング大陸弧の推定

位置を示してある。○部の点は深発地震の震源地が示されてある

隻Gutenbergによる）。

　　　　第4図　アジアの火山大陸弧と火山島弧

成とにむしろ関連があるようである。上述のように，1火山帯が死滅すると，他の火山帯が出現

し，アジア大陸のヘルシン期以後の地史の特性，すなわち摺曲運動の東部および南東部への移

動が誘起されている。沈降地帯の移動は，当然，それに伴つて乾陸側で（地殻）引張り伸張とチ

火山活動の活性化を誘起している。

　このような特性は，東部アジア大陸の造構，火山活動帯を形成する古期弧系と現世の島弧

系とが対比できる特性である。しかしこの両者の間には，本質的な差異が明らかに認められ
る。

　まず第一に東部アジア大陸地帯では，現世の島弧のように，重力異常帯，とくに高度の造構

活性帯，地震帯を伴う深海凹地の鎖状配列がみられない。

　上述の諸指標が，沈降地向斜地溝が存在することと，その幾何的特性とに直接左右されてい

ることは，容易に考えられる。島弧地域でみられるこの種指標の“あらわれ”は，われわれの

時代が，地質過程のこの種の階梯を特色付ける現世の太平洋地向斜の初期進化階梯と高度の不置

安定性（引張応力に基づく、）とにあたつていることとに明らかに関連性をもつている。したがつ

て催曲の形成と沈降凹地の解消とが，それに依存する現象g消失を誘起することは，当然であ
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　このようドにして，火山弧系間にみられる差異は，各系の進化過程で出会する階梯差に関連性

．がある。

　最後に，この階梯差は本輩的な差果によるもののようであるρすなわち一層古期の東部アジ

ァ帯では，火山岩，深成岩帯である。そのために，、この地帯は，長く延びる中来噴火，裂罐噴

火型火山列の活動に伴う広大な熔岩の分布とときどき著しく侵食されている大花嵩岩状貫入体

（底盤規模）とで特徴付けら毎る。島弧では，これと異なつて，火山源堆積層が卓越的に発達し

1貫入体は二次的位軍を占めることで特隼付けられる。このようにして，地体構造g相対的発達

期間の長さ，されに引き続いて起こつた造陸運動に基づく地殻の隆起度，侵食作用を蒙つてい・

1る深さ一隆起度によつて異なつてくる一は，論議の対象にとりあげられた差異を決定する。

　これと並んで確かに時の因子に左右されない明白な指標があるσ例えば，’古期と現世弧におI

lける火成岩系および鉱床型に著しい差異がみられるのは，太平洋のシマ地域に対する各系の占

める位置によつて相当の程度まで説明できるであろう。太平洋構造の実境界地域一安山岩線一

・に直接分布する現世の島弧は，主として安山岩，玄武岩組成のマグマと玄武岩組成マグマで特

『徴付けられる・この重要な造構区ならびに岩石区から著しく離れている東部・アジア帯では，

4はるかに分化された一層酸性のマグマー平均組成一で特色付けられる。

　古期弧の堆理学的位置は，『これらの地域の造構進化階梯に左右されない重要な一つの特性を

決定している。すなわち古期弧は，厚い大陸基体上に発達している。しかし現世の島弧は，比

鮫的薄いシアル殻上に隆起し・重力分布解析から明らかなように，大洋海溝に境を接し，その、

東斜面ではすでにシアル物質を欠いている。したがつて次の重要な現象が考えられる。すなわ

　　　　ゑち太平洋地域とアジア大陸との境界はむしろ“本源的”なものであつて，あらゆる場合を通じ

て，現世の島弧とそれを縁取る大洋地溝よりも一層古い時代に形成されたものである。これと

』関連して，この構造境界地帯に必然的に伴ρた大陸側への傾き面一この地帯における地震活動

』を左右している一が，古い時代㌍形成されたこ≧はきわめてありそうなことである。

　周知のように，この種傾ぎ面は，衝上げ面とみなすことができるであろう。すなわち，太平

洋海盆へのアジア大陸の推し被せ，大陸下への大平洋底の挙推し被せは，この衝上げ面に沿つ

て発達したことが考えられる。深海海溝地帯一普通の地震帯と一致している一と深発地震帯と

で決定される（衝上げ）面の位置は，アジア大陸の東部境界と朋らかに一致している。、

　このようにして，衝上げ面はむしろ成因的にも陸地および海洋の古期構造境界と関連性があ

一る。しかし島弧とそれとの相関関係は，一層深所原因の部分的な現われにすぎない。これと関

二連しゼ類似の衝上げ面は・内木陸弧にあつては一般的嗜みて発達していない屯とが推完でぎる

であろう。したがつて東部アジア帯の大陸弧を支配する造構破砕帯は，深所に賦存する類似の

古期構造にあたると考えることがでぎない。

　東蔀アジア帯の古期弧と現世の島弧との類似性および差異要素を解析すると，構造の発達階

梯一現在みられるような一ならびに太平洋地域の車要素一陸地と海洋一に関する位置とが相互

にまつたく異なつていることが明らかとなる。後者の特性は，各造構系に伴う火山活動の結び

付きと性質とを決定している。
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